
2021年度冬学期 第１２回 駒場物性セミナー 

 

量子情報における量子カオスと量子誤り訂正 

 

講師 中田 芳史 氏（東大工学系研究科） 

日時 2022年 2月 9日【水】 午後 4時 50分・・いつもと違う曜日に御注意 

場所： オンライン（Zoom）開催 駒場物性セミナーの HPから参加登録をお願いします 

 

アブストラクト： 

 近年、量子情報科学で量子カオスにも関連する研究が数多く行われている。その肝が、「量子カオス」

と「量子誤り訂正＝量子的なノイズから情報を守るために行う手法」の関係である。量子誤り訂正は情

報の「符号化」と「復号化」から構成されるが、量子情報科学では古くから理想的な量子カオスのダイ

ナミクスが量子情報の符号化に使えることが知られていた。ここ十年でその考え方が更に発展し、量子

情報のみならず「量子ブラックホールの情報パラドクス」や「非時間順序相関を用いた量子カオスの特

徴付け」にも応用されるようになった。そのきっかけとなったのが Hayden-Preskill模型と呼ばれる量

子情報プロトコル[1]である。本講演では、量子カオスと量子誤り訂正の関係について簡単に概観した

上で、Hayden-Preskill 模型を舞台として、系の対称性が量子情報の符号化にもたらす影響や熱力学量

との関係[2]、更には具体的な復号化手法[3]について、近年の我々の仕事を中心に解説したい。最後に、

量子情報でしばしば用いられる「ユニタリ・デザイン[4]＝量子カオスの近似」にも触れ、分野を横断す

る形で意見交換できれば幸いと考えている。 
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○物性セミナーのページ 「駒場物性セミナー」で検索！  
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